
　 　　
紹介患者さん診療・検査事前予約ご利用のご案内

地方独立行政法人 京都市立病院機構

京 都 市 立 病 院
地 域 医 療 連 携 室

〒604-8845  京都市中京区壬生東高田町1-2
TEL 075-311-5311（内線2115）　FAX 075-311-9862
事前予約医療機関専用電話（地域医療連携室直通） 075-311-6348
http://www.kch-org.jp/

　待ち時間を短く患者さんが円滑に診療・検査を受けら
れるように、病院及び診療所の先生から『事前予約』を
お受けしております。

●予約方法

　先生からの紹介状があれば、患者さんからのお電話で、
ご自身のスケジュールに合わせた予約をお取りいただく
ことができます。

※担当医師の指定、検査の予約はできません。

●予約方法
①「紹介患者さん事前予約申込FAX用紙」に必要事項を記
入し、地域医療連携室までFAXで送信してください。

➡
②直ちに、予約をお取りし、「予約受付票」をFAXで送信し
ます。ただし、受付時間外のFAXについては、翌営業日
の朝にご連絡致します。

➡
③患者さんに以下をお渡しください。

➡
④ご来院時、患者さんには以下をお持ちいただきます。

予約受付先
◦京都市立病院地域医療連携室
 TEL （075）311-5311㈹ （内線2113）
  FAX （075）311-9862（専用）
◦事前予約医療機関専用電話
  （075）311-6348
事前予約受付時間（日曜・祝日を除く）
 平　日/8：30~20：00（木曜日は17：00まで）
 土曜日/8：30~12：00
 FAXは、24時間お受けしています。
地域医療連携相談業務
 平　日/8：30~17：00（月曜日~金曜日）

◦予約受付票　　◦診療情報提供書（紹介状）
◦フィルム等

■先生から受取ったもの
　◦予約受付票　　◦診療情報提供書（紹介状）
　◦フィルム等
■別に必要なもの
　◦健康保険証
　◦お薬手帳又はお薬のわかるもの
　◦診察券

（075）311-6361専用電話番号

外来診療・検査事前予約医療機関用 FAX予約 紹介患者さん事前予約センター患者さん用 電話予約

専用の申込用紙は、京都市立病院のホームページからダウンロードが可能ですので、是非ご利用ください。

①お電話をされる前に、患者さんには以下をお手元にご
用意いただきます。

➡
②患者さんから『事前予約センター』へ
 お電話いただきます。

➡
③ご来院時、患者さんには以下をお持ちいただきます。

受付時間/月～金（9：00～ 17：00）
※土・日・祝・年末年始（12/29～ 1/3）を除く

●ご予約は前日17：00まで受付しております。

▶電話予約時に確認させていただく内容
　◦患者さんのお名前（漢字・ヨミガナ）
　◦生年月日・性別
　◦ご連絡先（電話番号等）
　◦紹介元医療機関名・予約診療科

■先生から受け取ったもの
　◦事前予約受付票（必要事項記入済みのもの）
　◦診療情報提供書（紹介状）
　◦フィルム等
■別に必要なもの
　◦健康保険証
　◦お薬手帳又はお薬のわかるもの
　◦診察券

健康診断や人間ドック、各種検診で「要精密検査」と
なった場合でも、上記と同様の手続きで事前予約が可
能です（初診でも予約可）。ぜひご利用ください。
※ただし、市立病院で人間ドックを受けられた場合は、健診セ
ンターでの予約となります。

◦事前予約申込票（必要事項記入済みのもの）
◦診療情報提供書（紹介状） 
◦診察券  ※初診でもご予約可能です。
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はじめに
　京都市立病院の呼吸器内科は一般病床数39床、結核
病床12床を担当し、外来は1日60人から70人の患者を
診療しています。呼吸器内科が扱う臓器は気管、気管支、
肺ですが、病態は感染症やアレルギー・自己免疫疾患、
腫瘍性疾患、喫煙関連の慢性閉塞性肺疾患と多彩であり、
急性呼吸不全や慢性呼吸不全の急性増悪といった救急診
療もあります。

基本診療方針
1. 肺癌の診断と標準的治療
2. 感染症法に基づく結核の入院診療
3. 比較的まれな間質性肺疾患（特発性、膠原病関連）の
診療が入院診療の中心になっています。

診療体制
　部長1名、副部長1名、医長1名、常勤医4名、専攻医
1名で診療を行っています。

主な診療内容
①肺癌
　近年肺癌治療に分子標的薬や免疫チェックポイント阻
害薬といった薬が次々と承認され、肺癌の内科診療のパ
ラダイムが変わりつつある時代と言えましょう。
　平成25年3月新棟の開設と同時に新しい気管支鏡関連
の機器（超音波気管支鏡、仮想気管支鏡ナビゲーション
システム）が導入され、肺の末梢にある小さな腫瘍病変
に対しても高い確率で確定診断が可能となってきました。

②間質性肺疾患
　京都市立病院の呼吸器内科が扱う疾患の中で間質性肺
疾患が増えています。肺をスポンジに例えますと、スポ
ンジに開いている穴が肺胞であり、スポンジそのものが
間質ということになります。細菌性肺炎はスポンジにあ
いた穴の部分に病気が起こりますが、間質性肺炎はスポ
ンジそのものが硬くなる病気（線維化）と考えられてい
ます。原因の分からない特発性間質性肺炎や、強皮症や
多発筋炎・皮膚筋炎といった膠原病に合併した間質性肺

気管支鏡検査時の様子です。

「呼吸器内科」
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炎の患者が増えてきているように思われます。一般に予
後は不良であり、従来は特別な治療はなく、副腎皮質ス
テロイドや免疫抑制剤を使用しても、5年、10年という
期間で病気が進行して呼吸不全で亡くなることが普通で
した。この領域でも特発性肺線維症（特発性間質性肺炎
の一病型）に対してピルフェニドン、ニンテダニブとい
う線維化を抑える薬が導入されていますが、高価である
ことが早期の投薬を難しくしています。病気が進行して、
酸素化が低下しますと特定疾患の認定が受けられますの
で自己負担は不要になります。

③結核
　当院は京都市内では結核病床をもつ数少ない病院です。
1970年代にリファンピシンが導入されてから結核は治
る病気となりましたが、未だに根絶された訳ではなく、
当院でも毎年60名程度の患者を受け入れています。残
念ながら当院の結核病床数は12床であり、市中で発生
する全ての患者を受け入れる訳にはいきません。以前は
投薬中の結核患者では患者同士で感染させることはない
とされていましたが、現在では耐性結核では入院中の患
者同士で新たな感染が起こると考えられています。その
ため薬剤感受性が判明していない結核患者は個室に隔離
して治療する必要があります。当院では結核病棟の個室
は4室しかなく、12床全てに患者を収容できるという訳
ではありません。通常入院生活が2、3カ月と長期にわ
たりますので患者のストレスが大きく、認知症患者では
不穏状態になるため大部屋での療養が難しくなります。
　可能な限り他院からの結核患者の診療依頼は受けたい
と思いますが、全ての依頼に応じることは現状では難し
い状況です。結核が疑われる患者のご紹介も多数ありま

すが、入院させる場合一般病棟の個室と結核病棟の個室
を両方空ける必要が出てきます。可能な限り喀痰抗酸菌
検査を行った上でご紹介いただければ幸いです。

特発性肺線維症のCT画像です。蜂窩肺が見られるの
が特徴です。

■平成29年度の診療実績
平成29年度入院診療実績
新規入院患者のべ総数 984
年間剖検数 9
主要疾患の入院患者数
肺癌 355
（新規症例数） （143）
肺炎 185
結核 60
慢性閉塞性肺疾患 28
気管支喘息 50
間質性肺炎群 91
睡眠時無呼吸症候群 18

結核患者は感染症外来で診察し、感染性が高い場合は
入院治療を行います。

結核病棟です。陰圧室になっていますが外観は通常の
病棟と変わりません。
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がん放射線療法看護
　放射線療法を受ける患者さんとそのご家族に対して、予
定した治療を安全に最後まで受けることができるように支
援しています。患者さんに情報提供を行い、治療による有
害事象を最小限にとどめるようにケアすることは大きな役
割です。多様な社会背景を抱えたがん患者さんが増加して
おり、看護が果たす役割は大きくなっています。放射線療
法を受ける乳がん患者さんの就労支援に、乳がん看護認定
看護師と取り組んでいます。また多職種カンファレンスに
参加し患者さんの支援に対する助言や、放射線療法に関す
る知識や有害事象対策の指導にも力を入れています。

病棟での取り組み
　7C病棟では、頭頸部がんで放射線療法を受ける患者さ
んの有害事象の観察と記録の標準化（Grade評価）、多職
種カンファレンスを実施しています。多方面から患者さん

の状態を評価し、介入方法の検討と退院後の生活を見据え
たセルフケア支援に取り組んでいます。
　頭頸部がん患者のCTCAEに基づく多職種カンファレン
スの実施（2017年実績）：頭頸部がんで放射線療法を受け
た患者15名の照射終了時の有害事象は、グラフのとおり
Grade1～Grade2におさえられています。情報の共有と
各々の専門性が活かせる場となっています。看護師は病棟
から外来、また地域へと切れ目のない看護を実践しています。

乳がん患者支援：224件
就労中乳がん患者支援
・乳がん患者ケア外来：5件
・乳がん患者時間外照射：49件

放射線療法を受ける患者の支援　2017年実績
・治療開始前面談：531件
・治療中面談：585件
・治療終了後面談：221件

有害事象発生状況　Grade別（全部位）
Grade１　619件
Grade２　224件
Grade３　36件

口腔粘膜炎

Grade1
3人

Grade2
7人

Grade3
5人

■多職種カンファレンス

がん治療を受ける患者さんの
看護をつなごう、伝えよう
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がん化学療法看護
　当院の外来化学療法センターは、リクライニングシート
12床、ベッド4床の16床で外来化学療法を実施していま
す。2017年度、外来化学療法センターで行われた治療は、
4193件（2016年度3774件、2015年度2791件）と年々増
加しています。専任の医師・がん専門薬剤師と共に、毎朝、
その日に行われる治療により、アレルギー症状や血管外漏
出などの急性有害事象のリスクが高い患者さんや制吐剤な
ど支持療法薬を使用する患者さんの情報共有を行い、安全
に治療が受けられる環境を整えています。オプジーボなど
免疫チェックポイント阻害薬でのirAE（免疫関連副作用）
の早期発見ができるよう、問診票を用いて患者さんの状態
把握に努めています。がん化学療法認定看護師をはじめと
する専任の看護師は、患者さんに出現している副作用症状
などの身体的な悩みだけでなく、心理・社会的に苦痛と感
じている事象に対して多職種と連携し支援を行っています。
また、院内だけではなく、地域と切れ目のないケアが提供
できるよう訪問看護師との情報交換を始めました。

病棟での取り組み
　骨髄抑制は、多くの抗がん剤（化学療法や分子標的薬）
治療で見られる副作用です。
　血液内科病棟では、骨髄抑制の起こる時期に転倒転落が
多いことに着目し、転倒防止カレンダーを作成しました。
自覚症状の有無と危険因子の除去を患者と共に記載しなが
ら確認でき、転倒予防に役立っています。

化学療法センター

転倒防止カレンダー

■好中球減少症（安藤正志ら、2002一部改変）

■化学療法後7日～14日間データ

■外来化学療法実施件数
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